
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

446　　　　　　 酸素 水素混合 ガス 炎の 燃焼条件 と基本特性

　　 一 酸素 水素混合 ガス 炎の ガス 圧接 へ の 適用可能性に関す る検討 （第 1報）一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財） 鉄道総合技術研 究所　　　○ 山本 隆
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 深 田 康人

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　 寺下 善弘

　　Combustion　conditions 　a皿 d　fu皿 darnentai　characterislics 　ofexy ．hydrogcn　fiame

　　　 −Fu皿 damental　lnvestigation　of 　the　applicability 　of 　oxy −hydrogen 　gas
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 to　gas　pressure　welding （1st　 report ）−

　　by　YAMAMO
’PO 　Ryu −ichi，　 FUKADA 　YasutO　and 　 TERASHITA 　 Yosh曲 o

1 ．は じめに

　ガ ス 圧接法は 、鉄筋 ・レ
ー

ル の 接合に 広 く適用 され て い る 。
し か し

、 燃料ガ ス として適

用 され て い る ア セ チ レ ン ガ ス は炭化水素で あ り、酸素と の 燃焼反応で 多量の 炭酸ガ ス が発

生するた め、環境に対 する負荷が生 じる 可能性が ある ． そ こ で、現在我 々 は 、ガ ス 圧 接作

業 に伴 う環境負荷を低減 させ る目的 か ら、水 を電気 分解 して 得 られ る酸素水 素混合 ガ ス に

着 口し、ガ ス 圧 接 へ の 適用可能性に つ い て 検討 して い る。本報で は 、酸素水素混合ガ ス 炎

の 燃焼条件 と加熱能力 、還 元能力 に代表 され る基 本特性に 関 して検討 した 結果 を示 す 。

2 ．酸素水素混 合ガス 炎の 特
’

　事前検討 に よ り、水を電気分解 して得 られ る酸素水素混合ガ ス 単体で は 、加熱特性お よ

び 還元特性 に問題 が あ り、ガ ス 圧 接の 燃焼ガ ス と して有効で ない と判断され た
。 しか し

、

酸素水素混合 ガ ス に炭 素化合物 を付加す る と、火炎が 安定形成 され る とと もに、還 元作用

域を拡大で きる こ とが 明 らか とな り、また 、同 時に 酸素を追加供給す る こ とで コ ア （高温

部）を有す る火炎 を実現で き、加熱能力 も向上 で きる こ とが 分か っ た。そ こ で 、本検討で

は 、 酸素水 素混合ガ ス に 炭素化合物お よび 酸素を追加供給 した 混成 ガ ス の 燃焼炎特性 に関

す る調査 を 実施 した 。 こ の 混成ガ ス をこ こ では 、
「ハ イ ブ リッ ドガ ス 」 と称 す る。

3 ．ハ イブ リ ッ ドガ ス 炎発 生シ ス テ ム お よび 基本特性評価方法

3．　 1 ガ ス 炎発生 シ ス テ ム

　本検討で使 用 した ハ イ ブ リ ッ ドガ ス 炎発生 シ ス テ ム の 概略図 を Fig．1に示 す 。 適用 す る

炭 素化合物溶液 の 種類 に つ い て は 、炭素価 の 大き い 物質の 方 が
、

よ り効果的 に 還元 作用域

を拡張 させ る こ とがで きる と推測 され る が、酸 素水 素混合ガ ス と混成 させ るた め に 大掛か

りな気化装置等 が必要 となる。 した が っ て 、本研究で は、炭素化合物 として 、酸素水素混

合ガ ス と比 較的簡単に 混成可能なヘ キサ ン （C6H
、4）溶液 を採 用 して試験 を実施 した。

3。2 基本特性評 価方法

　火炎の加熱特性 を評価す るため、熱電対 を取付 けた銅板を加熱 し 、 そ の 温 度測 定データ

を基 に各燃 焼条件毎 の 加熱能力 を相対的に評価 した 。 なお 、具体的 には、火 ；9径 1．3  の

酸素プ ロ パ ン炎 用単孔バ ーナ を用い 、Fig，2に示 すよ うに銅板 の 中央 部 を火炎で 加熱 した 。

　…
方 、還 元特性に つ い て は、事前 に 実施 した単孔バ ーナに よ る銅棒の 加熱試験よ り、肉

眼 で認 識 され る外炎 の 接触域が 還 元作用 を受け る こ と が 分か っ た。よ っ て 、本検討で は、

外 炎形 成域 を写真撮影 す るこ とで 、還 元 作用域 の大 き さを評価す る こ とに した 。

4 ．実験結 果お よび 考察

　 Fig，3は 、 酸素水 素混合 ガ ス 発生 量 7，5e／ min （酸素 2．5〆 min 、水素 5．　Oe／min ）、ヘ キ

サ ン溶液付加量 4．　8me／ min の 条件下で 、追加供給酸素量が火炎 の 加 熱特性 に 与え る影響を

整理 し た も の で あ る。こ の 図 で は、加熱特性 を示 す指標 と して 、銅板加熱 開始後 50、100、

200sそ れぞれの 経過時 間にお け る到達温 度 を採用 した。なお 、火 口 と加 熱対 象物問の 距離
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につ い て は、各燃焼条件毎に昇温 能力 が最大 となるよ うに変化 させ た 。 Fig．3よ り、い ず

れの 経 過時間 におい て も、追加供給酸素量が多 い ほ ど、昇 温能力に優れ て い る こ とが分か

る。
こ れ は、追加供給 酸素の 増大に 伴い 、ヘ キ サ ン と追加供給 酸素の 燃焼反応に よ る発熱

量 が増大するためで ある と考 え られ る。

　Fig．　4は 、　Fig．3の 場 合と 同 じ酸素水 素混 合ガ ス 発生 量 7．5e／min 、
ヘ キ サ ン 溶 液付加 量

4，8mt／min の 条件下 で 、追加供給酸素量 と外炎域形成範 囲 （還元作用域）との 関係を整 理 し

た もの で ある 。 なお 、こ こ で は外炎域の 大き さを、外炎の 長 さお よび幅で表 して い る。
こ

の 結果 よ り、追加供給酸素量 の 増加 に伴い
、 外 炎形成域が縮退 す る こ とが分か る。こ れ は 、

ヘ キサ ン と追加供給酸 素 との 燃焼率 が 高まるに つ れ、コ ア 長 さが 短 くな り、そ れ に 伴い 外

炎形成域 が縮小化す るた め で あ ると考え られ る c

　以上 の 結果 よ り、追加供給酸素量 をパ ラメ
ー

タ

と した場合 、加熱特性 と還元特性 は相反す る と判

断 され る。
一

方、追加供給酸素の 増量 と同時 に ヘ

キ サ ン の 付加 量も増大 させ れ ば、加熱特性 と還 元

特性を併せ て 向上 させ る こ とが可能で ある と推察

され る。 しか し、ヘ キ サ ン 付加量 の 増大は 、 炭酸

ガ ス 発生 量の 増加 に i直結す るため、本検討 の 目的

か ら大きく外れ る。すなわ ち、ヘ キサ ン の付加量

を適量に抑 えた条件 下で 、加熱特性 と還元特性の

バ ラ ン ス に優れ た火炎 を形成 し得 る燃焼条件を探

索する必 要があ る もの と考 えられ る 。
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